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Dr. Hiroyasu D.MAKINO 
千葉大学教授(医学部脳神経外科)一一一
大正 15年 1月1日 出生
昭和 25年 3月 千葉医科大学卒
昭和 26年 8月 同第二外科入局
昭和 27年11月 同助手
昭和 28年12月 渡米(脳神経外科学)
昭和 35年 6月 !帯 局
昭和 36年 5月 同助手
昭和 37年 7月 同講師
昭和 40年 3月 同助教授
昭和 46年 1月 千葉大学脳神経外科教授
クッシングが近代脳神経外科を確立して既に 70年も経過した今やっと千葉大
学に脳神経外科が独立し，氏が初代教授に就任された。
氏は始めクッシングとならぶダンディの弟子ポッペン(ボストン市レイヘクリ
ニク)のもとで脳神経外科を学ばれ，ついでカンサス大学でそのレジデント教育
を終了された。今は脳神経外科診断の花形である脳血管写も，当時は米国でもや
っと普及しつつあり，氏はカンサス大学にての同診断法の確立に貢献された。氏
は同大学では“Hero"の名で呼ばれていた。
帰国されてからは， I脳動脈造影の各種工夫J(千葉医会誌 40，139-158)など診
断に関するもののほか， I神経吻合器による末梢神経吻合術と臨床経験J(手術 19， 
448-457)，I外傷性脊髄性下半身完全麻庫にたいする外科的治療法の試みJ(千葉
医会誌 41，342-347)など神経の器械吻合という世界でもめずらしい手術法の考
案がある。頭部外傷に対しては，頭蓋内血腫の除去のみを目的とする古典的且つ
普へん的治療法に対し，重症脳挫傷にも積極的大減圧開頭術を施行する治療方針
を過去数年間に亘って力説しておられ(重篤な脳挫傷患者に対する広汎囲減圧開
頭術の臨床経験:脳・神経外傷 3，517-528) 最近やっと内外に向調者が出てき
つつある。
伝統ある消化器外科学の教室にあっての氏の脳神経外科学の研究と診療は相当
の難事業であった。教室ができたとはいえ，卒後教育ならびに医療制度の急変し
つつある時期に，新しい教室における教育，診療，研究体制の確立は更なる難事
業である。
氏自身，外国における医学教育と医療制度を身をもって体験されだけに，新し
い教室の運営にも独自の態度をもってのぞまれており，第二外科佐藤教授の「和
の精神」をも受けつがれており，教室の前進の光源となっておられる。
抜群の記銘力とあふれ出る“idea"の源は一体氏の脳のどの部分に局在してい
るのであろうか。(植村研一)
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